




いわてリアルプラットフォーム連絡会　開催報告書(令和5年度　福祉医療機構 社会福祉助成事業)

開催名 第3回 いわてリアルプラットフォーム連絡会

日時 ２０２４年２月１２日（祝・月） 10:00-15:30

会場 いわて県民情報交流センター（アイーナ）

所在地 〒020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅西通１丁目７−１

1 企画概要 女性たちに必要な情報が必要なタイミングで繋がる地域を目指す～現状を知ろう～

地域の女性の健康を支える医療職種（femship　Doctors）が中心となり、地域の健康課題を解決する

ために多職種間で協力連絡体制の確立を目指し、昨年「いわてリアルプラットフォーム連絡会」を開設し

1年が経過しました。

東北北3県（青森：秋田：岩手）において医療の専門的なスキルと経験を持って、女性たちをサポートする

「femship　Doctors」は現在9名の医師の登録がございます。

（青森県1名：秋田県3名：岩手県5名）

社会問題としても取り上げられるDV・性被害、困窮する女性たちを救うために設立された「日本女性財団」

の国内第1号連絡会として、医療で解決できない部分は支援団体との連携により、苦しむ女性のトータル

サポートを実現させようと取り組んで参りました。

第3回開催にあたるいわてプラットフォーム連絡会では、第1部としてfemship　Doctors、及び連携

支援団体による現状課題の認識、課題解決に向けた意見交換の場とし女性のwell-beingを目指す。

第2部では、公開講座として日本女性財団代表理事対馬ルリ子氏及び全国婦人保護施設等連絡協議会　　

会長横田千代子氏の講演会を開催し行政関係者、医療関係者、各種女性支援団体、若年層性教育に関わ

る方、及び医療、保健等を学ぶ学生の方々等を対象とした女性健康支援講座を企画。

2 参加者

人数 1部　４７名 2部　５２名 オンライン　　16名 合計　１１５名

分類 医療（15名） 団体（13名） 行政（14名） 教育（4名） 企業（4名） メディア（２名） その他　　＊1部2部継続参加者含む

3 内容

プログラム　別紙参照

登壇者 もりおか女性センター副センター長 高橋 和佳子氏

にんしんSOS いわて看護師兼看護師 太田 幸子氏

看護師兼にんしんSOS いわて看護師 古里 律子氏

全国婦人保護施設等連絡協議会会長・婦人保護施設いずみ寮施設長 横田 千代子氏

講演内容 第1部「誰もが生きやすい社会を目指して～もりおか女性センターの女性支援について～」

（もりおか女性センター副センター長 高橋 和佳子氏）

第1部「にんしんSOS いわて活動報告～現在の相談内容と課題～」

（にんしんSOS いわて看護師兼看護師 太田 幸子氏、看護師兼にんしんSOS いわて看護師 古里 律子氏）

第1部「“売春防止法”から“女性支援法”へ」　第2部「居場所を奪われた女性たち」

（全国婦人保護施設等連絡協議会会長・婦人保護施設いずみ寮施設長 横田 千代子氏）



4 収支

5 アンケート

別紙参照

6 写真

別紙参照



いわてリアルプラットフォーム連絡会│参加者アンケート　　令和5年　2024年2月12日開催
アンケート回答数：１６

活動分類（医療 5, 団体 2, 行政 2, 教育 5, 一般 2 ）

開催を知った理由（日本女性財団からの案内 6, 知人を通じて 5, 学校・勤務先を通じて 1, その他 4 ）

参加した理由（複数回答可）



日本女性財団やフェムシップドクターについて知っていたか？

日本女性財団を知っていた理由（友人から , 関係者から , 前回参加した連絡会で , 学校医の玉木光子先生）

開催時期はどうでしたか？（適当 100% , ほかの時期が良い 0 ）

プログラムについて　時間はいかがでしたか？（ちょうど良い 12, 長い 4 ）

プログラムについて　印象に残ったのはどのようなことでしたか
被害女性の居場所
知らない事が多く、勉強になりました。
にんしんSOS.いずみ寮
フランスの事例が印象的でした
にんしんSOSや売春防止法が改正されることなど身近でかつ知らない情報を得ることができました
生涯を通じた女性の支援のあり方について、改めて考えさせられました
売春防止法が変わること。色々な方と繋がることができました。
横田さんの実践事例
婦人保護施設の取り組み

色んな団体の話を聞くことができたこと
横田さんの講演
横田千代子さんの新法の説明と具体例
対馬ルリ子先生の講演

横田さんの婦人保護施設でサポートされた、義父から性被害を受けたという女性のお話がとても衝撃的でした。ま
た、対馬先生が視察に行かれたフランスのメディカルセンターが、医療やメンタルサポート、支援団体や警察などた
くさんの方たちが連携して支援しているという話も大変興味深かったです。

女性のライフサイクルの中心が50代更年期という考え方でライフステージに合わせて健康問題の課題に取り組んでい
くことの大切さ。女性が元気である社会が重要と感じた。

売春防止法から女性支援法へ。横田さんのお話はかなり衝撃的でした。皆に知って欲しいと思いました。支援を必要
とする人がまだまだたくさんいること、そして、女性だから仕方ないではなく、女性だからこそ支援が必要なのだと
再認識しました。悲しむ人を一人も出したくないという玉木光子先生の思いを、これからも生徒たちに伝えていかな
ければと思いました。



日本女性財団やフェムシップドクターに期待することを何でもお聞かせ下さい
多職種にもっと知ってほしい。必ず貢献できる事があると思います。
困り事のたどり着ける場所があることが素晴らしい｡関係が広くつながりますこと期待しています。
職場での講演、講義
青森にもあるといいな
今後も研修開催を望みます

女性支援の必要性について多くの人に伝えてほしいです。
女性の生涯に渡る健康を支え、支援の中心の役割を担って頂きたい
このような会を開いて啓蒙を図るとともに、横のつながりを作ってほしい。
困難な女性たちのホームドクターとして､今後も寄り添っていってほしい。
協力したい
困難を抱える女性が支援施設につながるよう広報活動
関係団体の連携、拡充に期待しています。
可能であれば一緒に活動したい

私自身が夫のモラハラ＆ワンオペ育児で心身を病み、専業主婦だったので経済的DVも受けた経験がありま
す。行政や女性センターに相談に行っても具体的なサポートはいただけず、長年苦しい思いを抱えながら
生きてきましたので、財団やドクターには様々な支援団体や行政などとの連携を進めていただけるよう期
待します。精神的DV(モラハラ)や経済的DVは表面に出にくく、受けている側も「私は身体的暴力を受けて
いないから…」と我慢しがちですので、そういう被害を受けている人にもサポートの手が届くように視点
を広げていただくよう望みます。
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